本日の卒業証書授与式にあたり、ＰＴＡを代表いたしまして、一言お祝いの言葉を申しあげます

卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。そして、保護者の皆さま、本日は誠におめでとうございます。また、６年間の永きに渡りＰＴＡの活動に対し、ご理解とご協力を頂きありがとうございました。

子どもたちを想い、一緒に悩み、喜び、この、６年間の中には様々なご苦労と、大きな感動があったことと思います。
子どもたちのおかげで私たち大人も、より成長できたのではないでしょうか。
お子様が卒業されましても、今後は地域の一員として、これからも、一緒に子どもたちを見守っていただきますよう、お願い申し上げます。

また、ご来賓の皆さま、地域の皆さまには、お忙しい中
ご臨席を賜り、誠にありがとうございます。皆さまのおかげで私たちの子どもたちは、こんなにも、すくすくと成長することができました。

いつも子どもたちの安全安心のためにご尽力いただいておりますことを、この場をお借りいたしましてお礼申し上げます。そして、中学生として新たなスタートを切る子どもたちを、これからもどうか見守ってくださいますよう、お願いいたします。

さて、実は私自身もこの○○小学校の卒業生です。
ちょうど三十年前の今日、この○○小学校を卒業しました。
そんな先輩として、みなさんに伝えたいことが、三つあります。



まずひとつ。仲間を大切にしてください。仲がいい友達だけでなく、この場にいる同級生や知り合った方すべてが仲間です。
この先、中学、高校とすすむにつれ、将来や人生について考えるようになります。時には、壁にぶつかることもあるでしょう。そんな時、みなさんを救ってくれるのは、間違いなく、ご両親や仲間です。一緒に悩み、相談に乗ってくれる人が、ここに沢山いることを忘れないで下さい。

つぎに、「将来の夢」をもってください。「夢」をもつことで、自分がやるべきこと、進むべき道がはっきりと見えてきます。若いうちに明確な「夢」をもつことは、それだけ、叶えるための時間があるということになります。ぜひ、この機会に、親子で話し合ってみてください。

さいごに、本を読んでください。「読書」というと、退屈に聞こえたり、めんどうに思う方もいるかもしれません。ですが、これから皆さんが人生の中で、大きな「夢」を描いて、それを実現していくためには、「読書」は信じられないほど、皆さんにとって大きなチカラとなります。夢を実現すること、それは、学校の成績だけではありません。「夢」を叶えるために大切なのは、それは、皆さんの「夢を描くチカラ」です。
「夢」を描き、持ち続け、そして人生に具体的に実現してゆく、その“夢のチカラ”を養い、育ててくれるのが「読書」です。本からは、日常生活だけではえられないような、たくさんの知識、知恵をもらうことができます。この先、みなさんが悩んだとき、本が導いてくれることでしょう。

皆さんは、お家の方はもちろん、先生方、地域のおじさんやおばさん、近所のおじいちゃんやおばあちゃん、そして、今日、この会場にいる全ての人から愛されています。私たち大人はみんな、皆さんが大好きです。どうか自分に誇りを持って、素敵な中学生になってください。
[bookmark: _GoBack]最後になりましたが、本日まで、深い愛情を持って、子どもたち一人ひとりに、ご指導くださいました、○○校長先生をはじめ、諸先生方に敬意を表しますと共に、心より感謝申しあげます。そして、卒業生の皆さんの輝ける未来と、ご来場の皆さまのご多幸を祈念いたしまして、
お祝いの言葉とさせていただきます。本日はおめでとうございました。
